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研究成果の概要（和文）：本研究は、近畿地方中央部の京都ならび大阪を中心に、国立国語研究所等の既存調査
データの再分析を行い、社会言語学を中心として言語地理学や文化人類学、考古学、地理学等の隣接分野との協
業によってフィールド・ワーク（再調査）を実施し、日本語敬語形成に向けた各地の実態把握を行い、日本語敬
語形成に向けた基盤整備とそれをもとにしたモデルの構築をめざした。
本研究によって外部から把握が困難な敬語行動や敬語意識に関する実態把握が進み、日本語敬語形成に向けた基
盤整備ならびに今後の研究手法や研究の視点の提示ができたものと考える。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on reanalyzing existing survey data from the National 
Institute for Japanese Language and other sources, centered around Kyoto, Nara, and Osaka in the 
central Kinki region. By conducting fieldwork (re-surveys) in collaboration with related fields such
 as sociolinguistics, linguistic geography, cultural anthropology, archaeology, and geography, the 
study aims to understand the actual conditions of honorific language use across different regions. 
The goal is to establish a foundation for the formation of Japanese honorifics and to construct a 
model based on this foundation.
Through this study, we have made progress in understanding the actual conditions of honorific 
behavior and consciousness, which are difficult to grasp from an external perspective. We believe 
that this has laid the groundwork for the formation of Japanese honorifics and has provided new 
research methodologies and perspectives for future studies.

研究分野：日本語学、方言研究
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
敬語や敬語行動は、日本語学および言語地理学、社会言語学発展のうえで、絶えず注視すべき言語事象である。
またその研究は、地域格差や社会格差、貧困や差別といったわが国がただちに対処すべき社会問題の解決におい
て必要不可欠なデータを提示しうるものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近畿地方中央部には、京都・大阪という大都市を有し、長くわが国の政治・経済・文化の中心
地であった。これまでの敬語研究によれば、京都市の敬語形式は、府内はもとより滋賀県、三重
県伊賀地方および福井県や石川県、富山県といった北陸地方にまでその影響を与えている。また
大阪市のそれは、隣接する兵庫県や奈良県は言うに及ばず、香川県や徳島県、岡山県などにもそ
の影響をおよぼしているとされる。 
しかしながら、近畿地方中央部から近い大阪府泉南地方や和歌山県、兵庫県淡路島は、敬語使
用が極めて希薄であり、その影響は感じられない。これらの地域は経済活動も盛んで京都や大阪
とも日常的な交流もあることから中央の言語文化が波及しなかったとは考えられない。一方、北
陸地方の富山県髙岡市や砺波市周辺では、テ敬語や「オ～スル」、「～ゴザル」といった古い敬語
形式も認められるが、近畿地方中央部で顕著な動詞＋助動詞の使用も活発であり、敬語行動や敬
語意識は近畿地方中央部のそれに近いものがあって、これまでの「地域差は時間差を示す」と言
った方言分布の原則では説明するこができない。 
本研究では、敬語の受容・定着について、既存の方法・視点を見直し、言語を受容させる個別
地域の特性（地域特性）に注目し、日本語敬語形成に関するモデルの構築をめざして新たな研究
プロジェクトを立ち上げることとした。 
 
２．研究の目的 
本研究は、近畿地方中央部の京都ならび大阪を中心に、国立国語研究所等の既存調査データの
再分析を行い、社会言語学を中心として言語地理学や文化人類学、考古学、地理学等の隣接分野
との協業によってフィールド・ワーク（再調査）を実施し、地域間の比較および相互影響を解明
することで日本語敬語形成に向けた各地の実態把握とそれをもとにした新たな視座からのモデ
ルの構築をめざすものである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず国立国語研究所の三重県伊賀市、愛知県岡崎市、山形県鶴岡市の調査データ
および『方言文法全国地図』・『新日本言語地図』等の既存調査データの再分析を行う。とともに
これまで本研究のメンバーが共同で実施した基盤研究(B)「都市の地域中心性と敬語行動―伊賀
上野における第二次調査を中心に―」および基盤研究(B)「無敬語地帯の地域特性と敬語行動－
日本語敬語研究の再起動をめざして－」によって収集したデータおよび知見を踏まえて、言語形
式、言語体系、言語行動、言語意識について検討を行い、日本語敬語形成についての一次モデル
を構築する。一次モデルを踏まえ、文化人類学をはじめとする隣接科学との協業によって、 

1、敬語形式の分布、特に伝播と受容について地域特性との観点から検討。 
2、近畿地方における中心部：京都市、大阪市、奈良市における敬語形式の使用および敬語行 
 動に関するする現地調査と資料収集。 
3、近畿地方に隣接する北陸地方の石川県や富山県、山形県などの日本海沿岸部で敬語形式の
使用および敬語行動についての現地調査と資料収集。 
4、大阪府南部や和歌山県などの太平洋沿岸社会における社会規範と対人配慮行動にについて
現地調査と資料収集。 
5、敬語行動に伴う意識とその説明体系についての現地調査と資料収集。 
を行うことで、日本語敬語形成に向けた各地の実態把握とそれをもとにしたモデルの構築をめ
ざす。 
 
４．研究成果 
既存調査データ、特に『方言文法全国地図』や『新日本言語地図』を検討した結果、各地で使
用される敬語形式は、近畿中央部で使用される「ハル・ヤハル」、その外側の東海や北陸、中四
国では広く使用される「キナサル（ナサル）」、「キテ、キテヤ」と言ったテ・テヤ敬語もすべて
近畿地方内部でも使用されている。また北陸から中部、東海地方および四国や山陰地方で使用さ
れる「オイデル」、東北の日本海側や山陰、九州で使用される「コラル（ル・ラル）」や「キヤル
（ル・ヤル）」、「コサス（ス・サス）」、「キッシャル（シャル）」、岩手県一関市や富山県平村、石
川県白峰村や島根県海士町などで使用される「ゴザル」についても近畿地方およびその周辺で使
用されていたことが確認されることから、これらはすべて近畿中央部から発信され、定着した敬
語形式であることが確認された。また近畿地方中央部に近い、大阪府南部や和歌山県、兵庫県の
淡路島などでは敬語使用が希薄な地域であることもあらためて確認できた。 
これらを前提に本研究では、上記①～⑤に取り組んだ。 
1敬語形式の分布、特に伝播と受容について、近畿地方中央部から発信された敬語形式受容の
有無に注目すると、中央の文化やことばが地方に受け入れられている地点は、中央すなわち近畿
地方中央部と同一文化を共有する社会と言える。一方、近畿地方中央部に近く、日常的に交流を
もつ地域にあっても、「ハル・ヤハル」や「ナサル」、あるいは「テ・テヤ」敬語を使用せず、極



めて淡泊な敬語運用を継続する大阪府南部や和歌山県、兵庫県淡路島などでの地域は中央との
あいだに齟齬があって、異なる言語基盤を有している可能性が想定される（５主な発表論文等
〔雑誌論文〕中井精一 2024）。 
 

2-1京都市で使用される形式間の待遇差と「ハル」の用法について再分析したところ、京都市
で使用される敬語形式には（高）「レル・ラレル」→「オ～ヤス」→「ハル」→ゼロ形式→「ヨ
ル」（低）があるが、a「オ～ヤス」は活用が消滅して、オイデヤスやオコシヤスのような挨拶語
としてのみ残存していること、b「ヨル」はもっぱら男性が使用するとされるが、「ヨル」を使用
しない男性もかなり存在すること。c「レル・ラレル」は「ハル」に比して待遇度が高いとされ
るが、対者待遇においては、京都語理解する者には「ハル」を、理解しない者には「レル・ラレ
ル」を使用する傾向のあること。また d中井精一(2012)で「近畿中央部の「ハル」は、話し手の
評価・感情がプラスの場合に使用」と言った解釈であったが、京都市では、そもそも自身の評価
を表出させることを控え、マイナスの評価・感情であっても「ハル」を使用するということがわ
かった（５主な発表論文等〔図書〕：中井精一 2023）。 

2-2奈良県北部地域では、「コラル（ル・ラル）」や「キヤル（ル・ヤル）」などの古い敬語形式
は、衰退していて、若い世代での使用は皆無である。奈良県北部地域の敬語形式について、経年
変化を、大和タイムスのコラム「ふる里のことば」（66回「行っこる  ハル、ナハルつけて敬語
に」乾健治 1970/07/02 (木)、 109回「下さいをタモレ」乾健治 1970/08/21 (金)、503回「奈良
の女言葉」北村信昭 1972/01/10 (月) 、542回「「行かいす」山口英雄 1972/03/08 (水)、 579回
「文末表現に「イス」 カカイス、ヨマイス」田畠勤也 1972/05/07 (日)、 604回「『チャル』訛
りとその周辺」浦前正巳 1972/06/21 (水)」をもとに検討した。その結果、奈良県北部地域で使用
される敬語形式は、この 50年で大きく変容し、特に比較的狭い範囲で使用されていた「ヤル」、
「ル・ラル」、「イス・ヤイス」、「タル」、「ヘル」と言った助動詞は、現在では共通語の敬語形式
や京都・大阪で使用される「ハル・ヤハル」に置き換わってしまったが、1970 年代にはこれら
は活発に使用されていたことを確認した（５主な発表論文等〔雑誌論文〕中井精一 2024）。 

 
3-1 北陸金沢市で使用される主な敬語形式は、「マサル」「ナサル」「レル・ラレル」である。 
金沢で使用されている「マサル」は、かつては非常に高い敬意を表す敬語形式であったが、調査
によって、衰退の一途をたどっていることがわかった。また「マサル」の敬意が下がり、かわっ
て新たに流入した「ナサル」が勢力をもっている。かつて金沢では、極めて丁寧な場面において

も「マサル」を使っていたが、近
年ではそう言った場面での使用
は見られない。日本社会の変化に
連動し、地域社会の有り様も変化
し、特に外部からの金沢への移住
者の増加により、誰もが理解する
「ナサル」「レル・ラレル」を使う
ことにより、在来の「マサル」が
衰退した。敬語形式の多寡に注目
すると金沢は、「マサル」のほか
に主要な形式は見当たらないが、
言語行動に注意を向けるとお辞
儀や相づち、話すスピードやイン
トネーションなどを状況に応じ
て細かく使い分けていて、金沢の
敬語運用は、決して単純とは言え
ないものであった（５主な発表論
文等〔図書〕：中井精一 2023）。
以前実施した三重県伊賀市での
調査時も感じたが敬語形式の多
さが敬語の豊かさや都市の上品
さを示すものではないことがわ
かるとともに、今後取り組むべき
敬語研究の方法が明確になった
と考える。 

3-2富山県西部地域の敬語運
用については、下野雅昭(1983)
および真田信治(1990)に詳し
い。当該地域では「シャル・サ
ッシャル」系、「レル・ラレル」
系、「ヤル」系および「テ・テ
ヤ」系の 4種類が報告されてい

図 1 庄川・神通川流域言語地図             る。「シャル・サッシャル」系は



県内全域で。「レル・ラレル」系は、県東部の富山市を中心に使用されるとされてきた。また
「ヤル」系は、県西部の五箇山を含む山間部で、「テ・テヤ」系は県西部の高岡で使用されると
言われてきた。本研究では、研究協力者の真田信治を中心に敬語形式の使用および敬語行動の
実態把握を行い、再検討を進めた（５主な発表論文等〔学会発表〕：真田信治 2019）。 
県東部神通川流域と県西部庄川流域の敬語形式の現状について、「庄川・神通川流域言語地
図」を作成して確認したところ、それぞれの流域で使用される敬語形式が大きく異なるととも
に、西部庄川下流域の高岡や砺波の「カカハッタ(シャル系)」や髙岡の「カイタッタ(タッタ・
テヤ系)」が衰退し、東部富山市で使用される「～レル・ラレル」に置き換わっていることが確
認された。高岡においては 1985年に刊行された『高岡の方言第 2集』との比較を行い、この
40年間で「～レル・ラレル」が急速に浸透したことが確認された（５主な発表論文等〔雑誌論
文〕中井精一 2021（砺波市立散村文化研究所紀要））。 

3－3日本海沿岸の鶴岡市においては、国立国語研究所の『方言文法全国地図』GAJ、『新日本
言語地図』NLJおよび鶴岡市調査の結果を検討し、GAJなどから当該地域では、第三者に対す
る敬語行動が希薄であることが確認できた。 
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
GAJと NLJの比較では、約 30年のあいだに敬語使用が衰退していることが確認できた。こ
れらをもとに鶴岡市で調査を行った結果、既存調査と同様、敬語使用が希薄な地域であることを
再確認できた。また比較的敬意の高い「学校の先生に向かって」の場面で「イカハル」「ゴザハ
ル」などの方言敬語がわずかに使用されるが、大半は共通語形を用いていて、鶴岡市では方言敬
語の衰退が著しく、現在ではほとんど使用されないことがわかった。また対者敬語と第三者待遇
を比較した場合、鶴岡市では第三者待遇においてほとんど敬語使用のないことが確認できた（５
主な発表論文等〔学会発表〕：高野遥菜 2021）。 

 
4－1 敬語行動が希薄とされる大阪府南部の泉南地域および和歌山県内で実施された既存調査
データの再分析および実態把握を行ったところ、日常的に「レル・ラレル」を使用する大阪市で
は、「ハル」との待遇の差がはっきりとしていて、常に「レル・ラレル」の方が待遇が高くなる。

図 2：対者敬語(GAJ275)の山形県周辺地域 図 3：第三者待遇(GAJ295)の山形県周辺地域 

図 4：山形県周辺地域拡大図(GAJ295) 図 5：山形県周辺地域拡大図(NLJ144) 



これに対し、和歌山県および大阪府泉州地域では、「レル・ラレル」と「ハル」の待遇度にほと
んど差がない（敬語使用が希薄なため、当該地域では日常会話において、「レル・ラレル」、「ハ
ル」をはじめ、他の敬語形式を使用することがない）ことがわかった。 
「くれる」「もらう」は、恩恵の授受を示す機能も持つが、その機能にとどまらず、軽い敬意
を表す形式として使用されようになったという指摘がある。当該地域でも「クレル」や「モラエ
ル」が単なる受益表現でなく、敬語使用と同様に、聞き手への配慮を表す形式となっていること
が確認できた（５主な発表論文等〔学会発表〕：松丸真大 2023）。 

4－2 敬語行動が希薄とされる大阪府南部の泉南地域および和歌山県内の人びとは、衣食住の
基盤である地域社会においては、「無敬語」での言語生活を送り、通勤や通学で大坂市内などの
有敬語地域に出向き、職場や学校などの活動に際しては「有敬語」に切り替えていることがわか
った。このことから敬語運用の希薄な地域には、その社会に応じた対人コミュニケーションの規
範があること、「無敬語地帯」に代表される敬語運用の希薄な地域では、長い時間をかけて営ん
できた地域社会のルールとコミュニケーションの規範をなお維持している社会であると言えよ
う（５主な発表論文等〔雑誌論文〕中井精一 2021（『地域と大学』））。 

 
5敬語行動とその意識、またその説明の体系としては、大阪府南部の泉南地域および和歌山県
各地では、敬語を使って上下関係を表したり、相手を遠ざけたりすることよりも、優しく丁寧に
言うことに重点が置かれ、目上であっても、相手との関係によっては、敬語を使用しないという
選択が行われている。また敬語は、外部から伝わった余所行きの言語表現であり、敬語を使用す
ることで当該地域の「丁寧な思い」は伝わらず、日常的に使用する「無敬語」には、当該地域の
社会関係や人間関係に基づく言語表現であり、あえて敬語を使用することを回避する意識が働 
くことも少なくないことがわかった（５主な発表論文等〔雑誌論文〕中井精一 2023・〔学会発
表〕：ダニエル・ロング 2023）。 

 
初年度より、COVID-19の影響を受け、当初の計画を一部変更せざるを得なくなったが、本研
究によって外部から把握が困難な敬語行動や敬語意識に関する実態把握も進み、日本語敬語形
成に向けた基盤整備ならびに今後の研究手法や研究の視点の提示ができたものと考える。 
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